
第 72号 平成 22年 3月　（�）

北信森林管理署 
（各署の景勝地等を紹介） 

 

59

しろ うま だけ 

長
野
市
の
奥
座
敷
戸
隠
高
原

 

［
北
信
署
］
長
野
市
の
北
部
に
位
置
す
る
標
高
約

千
百
㍍
の
戸
隠
高
原
は
、
市
内
か
ら
車
で
六
十
分

ほ
ど
に
位
置
し
、
自
然
を
満
喫
で
き
る
場
所
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
長
野
市
の
奥
座
敷
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

戸
隠
高
原
の
大
部
分
は
国
有
林
で
、
こ
の
高
原

を
代
表
す
る
山
が
北
西
部
に
連
座
す
る
戸
隠
国
有

林
に
あ
る
戸
隠
山
で
す
。
遠
い
神
世
の
昔
、「
天

の
岩
戸
」
が
飛
来
し
て
山
と
化
し
た
と
も
い
わ

れ
、
八
方
睨
（
一
、九
一
一
㍍
）
を
主
峰
と
し
て

険
し
い
峰
が
連
な
り
、
絶
壁
の
急
崖
が
容
易
に
人

を
寄
せ
つ
け
な
い
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
の
古
く

か
ら
修
験
者
の
修
行
の
山
と
し
て
信
仰
を
集
め
て

き
ま
し
た
。

　

麓
の
登
山
道
の
入
口
近
く
に
は
、
山
の
神
々
を

祀
る
戸
隠
神
社
の
一
つ
で
あ
る
奥
社
が
あ
り
、
里

の
中
社
、
宝
光
社
と
も
ど
も
多
く
の
参
拝
者
や
観

光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

高
原
一
帯
は
ハ
ン
ノ
キ
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
ハ
ル
ニ

レ
、
ブ
ナ
な
ど
の
原
生
林
や
シ
ラ
カ
バ
、
ミ
ズ
ナ

ラ
、
カ
ラ
マ
ツ
と
い
っ
た
様
々
な
林
が
広
が
り
、

湿
原
や
池
沼
で
は
、
五
月
の
雪
解
け
を
待
っ
て
ミ

ズ
バ
シ
ョ
ウ
や
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
、
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
な

ど
の
植
物
が
季
節
を
追
っ
て
咲
き
始
め
ま
す
。

　

多
種
多
様
な
植
物
が
生
育
し
い
て
い
る
こ
と
や

エ
ナ
ガ
、
コ
ガ
ラ
な
ど
の
野
鳥
の
種
類
が
豊
か
な

こ
と
か
ら
、
自
然
休
養
林
や
野
鳥
生
息
地
保
護

林
、
緑
の
回
廊
「
雨
飾
・
戸
隠
」
と
し
て
指
定
し

て
お
り
、
森
林
植
物
園
や
森
林
教
育
施
設
も
充
実

し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
地
元
中
学
生
に
よ
る
巣
箱

掛
け
や
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
よ
る
育
樹
作
業
な
ど

森
林
教
育
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
原
の
北
東
部
に
位
置
す
る
瑠
璃
山
の

山
麓
で
は
、
ス
キ
ー
場
と
し
て
国
有
林
の
活
用
を

図
っ
て
お
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す

　

こ
の
ほ
か
、
冷
涼
な
環
境
か
ら
お
い
し
い
蕎
麦

の
産
地
と
し
て
全
国
的
に
も
有
名
で
、
秋
の
収
穫

期
に
は
蕎
麦
祭
り
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

戸
隠
高
原
は
、
こ
の
よ
う
に
年
間
を
通
し
て
自

然
や
歴
史
に
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
で

す
。
長
野
市
へ
お
越
し
の
際
は
、
少
し
足
を
の
ば

し
て
戸
隠
高
原
の
魅
力
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

◆
ア
ク
セ
ス
方
法

○
マ
イ
カ
ー

　
・
上
信
越
自
動
車
道
長
野
イ
ン
タ
ー
か
ら

　
　

戸
隠
バ
ー
ド
ラ
イ
ン
経
由
で
約
六
○
分

　
・�

上
信
越
自
動
車
道
信
濃
町
イ
ン
タ
ー
か
ら
主

要
地
方
道
信
濃
信
州
新
線
経
由
で
約
四
十
分

○
Ｊ
Ｒ
及
び
公
共
交
通
機
関

　

長
野
駅
か
ら
川
中
島
バ
ス
で
約
六
○
分

中学生による巣箱掛け 戸隠森林植物園内のバリアフリー歩道

荒々しい戸隠山と鏡池 ミズバショウの咲き誇る戸隠森林植物園


